
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動開閉器と、前記自動開閉器を制御する遠方制御器と、高圧配電線に接続され、前記
自動開閉器および前記遠方制御器に電源を供給する電源変圧器と、高圧配電線搬送方式に
よる通信を行うために高圧配電線を通じて遠方制御信号の注入、抽出を行う高圧結合器と
を備え、高圧配電線の連係点に設置される高圧自動開閉装置において、前記自動開閉器に
接続された２系統の高圧配電線のいずれかに接続されるように構成した双投開閉器と前記
電源変圧器および前記高圧結合器 を接続し、前記双投開閉器 は双投開閉部と これを
切り替え動作させる自動操作機構と、前記自動操作機構を電圧有りの配電系統へ接続させ
るよう動作させる自動制御回路と、前記２系統の高圧配電系統にそれぞれ接続され、前記
自動制御回路に電源を供給する とを備えることを特徴とした高圧自動開閉装
置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電源変圧器と高圧結合器とを 筐体内に収納し

【請求項３】
請求項１に記載の電源変圧器と高圧結合器と自動開閉器とをひとつの筐体内に収納し、

筐体内 で 双投開閉器とを接続することを特徴と
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と に 、

計器用変圧器

ひとつの た電源装置を前
記自動開閉器と独立して設け、前記電源装置から引き出した高圧ケーブルが、前記自動開
閉器に設けられかつ前記双投開閉器の一端に接続された電源装置用高圧引き出し部に接続
されることを特徴とした高圧自動開閉装置。

こ
の 部 前記電源変圧器及び前記高圧結合器と



する高圧自動開閉装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、配電系統の連係点に設置され開閉器本体、遠方制御器、電源装置を備えた高圧
自動開閉装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の技術の一例を図において説明する。図３は、従来の高圧自動開閉装置の構成図であ
る。
高圧自動開閉装置は自動開閉器の動作を遠方制御するための通信方式として、高圧結合器
を使用する高圧配電線搬送方式を用い、配電系統から高圧需要家に電力を分岐・供給する
。
前記高圧自動開閉装置は、主に開閉器本体３０４、電源装置３０３ａ、３０３ｂ、遠方制
御器３１５から構成され、開閉器本体３０４は、自動開閉器３０１ａ、３０１ｂと、主回
路ブッシング３１３ａ、３１３ｂおよび電源装置用高圧引出端子３０６ａ、３０６ｂから
構成され、一つの筐体に収納または固定されている。
電源装置３０３ａ、３０３ｂは、それぞれ電源変圧器３０７ａ、３０７ｂと、高圧結合器
３０８ａ、３０８ｂとから構成される。
【０００３】
開閉器本体３０４の筐体外には、手動開閉器３０２が配置され、自動開閉器３０１ａ、３
０１ｂおよび手動開閉器３０２の一端は、母線３０５によりそれぞれ接続されている。
自動開閉器３０１ａ、３０１ｂの他端はそれぞれ、主回路ブッシング３１３ａ、３１３ｂ
および電源装置用高圧引出端子３０６ａ、３０６ｂに接続され、開閉器本体３０４の外に
引き出され、手動開閉器３０２の他端には高圧需要家の引き込み線が接続される。
主回路ブッシング３１３ａ、３１３ｂはそれぞれ異なる配電系統に接続され、電源装置用
高圧引出端子３０６ａ、３０６ｂは、電源装置３０３ａ、３０３ｂの一次側の高圧ケーブ
ルと着脱可能なように接続されている。
電源装置３０３ａ、３０３ｂの二次側は、制御ケーブル３１７によって、遠方制御器３１
５に接続されている。
【０００４】
電源変圧器３０７ａ、３０７ｂは、遠方制御器３１５に対して、低圧電源の供給を行い、
また高圧結合器３０８ａ、３０８ｂは、遠方制御器に対し高圧配電線から抽出した遠方制
御信号を供給する。
遠方制御器３１５は、前記低圧電源と前記遠方制御信号により、自動開閉器３０１ａ、３
０１ｂに対して図中の破線に示すように開閉制御を行う。
【０００５】
配電系統においては、上記のような高圧自動開閉装置を異なる変電所から供給される２系
統の連係点で設置することがある。
このような使用状態では、遠方制御器３１５と自動開閉器３０１ａ、３０１ｂの電源およ
び遠方制御信号を確保するために、通常はどちらの系統も充電されているので、電源装置
３０３ａ、３０３ｂのどちらか一方があればよい。
しかし、系統の保守点検時、事故時など、いずれか片側の系統しか充電されない場合があ
り、このような状況に備えて、両側の系統にそれぞれ同一の電源装置３０３ａ、３０３ｂ
２台を設置していた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、同一の電源装置を２台必要とすることは、コストアップの要因となってお
り、また大きなスペースが必要で、高圧自動開閉装置全体を小型化することが困難であっ
た。
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【０００７】
本発明は高圧自動開閉装置において、電源装置を１台として、安価で、コンパクトな開閉
装置を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明の請求項１および請求項２に係る高圧自動開閉装置では、上記の課題を解決するた
めに、２系統の配電系統の内、いずれかと接続されるような双投開閉器を開閉器本体の筐
体内に設ける。この双投開閉器は、双投開閉部と、この双投開閉部を切り替え動作させる
自動操作機構と、この自動操作機構を電圧有りの配電系統に切り替えさせる自動制御回路
と、この自動制御回路に電源を供給する電源変圧器で構成される。
一方、遠方制御器および開閉器本体の自動開閉器に電源を供給する電源変圧器と高圧結合
器を１台の電源装置として、同一筐体内に収納しかつ開閉器本体の筐体外に配置し、この
電源装置の筐体から引き出した高圧ケーブルを、開閉器本体の筐体に設けられかつ双投開
閉器の一端に接続された電源装置用高圧引出部に接続する。
【０００９】
このようにすると、電源装置を接続した双投開閉器が、充電された系統側に自動的に切り
替わることによって、電源装置は常に充電された系統に接続される。
従って、従来２系統の配電系統にそれぞれ必要だった電源装置が共通の１台ですみ、コン
パクトな高圧自動開閉装置を実現できる。
【００１０】
本発明の請求項１および請求項３に係る高圧自動開閉装置では、電源変圧器および高圧結
合器を開閉器本体の筐体内に収納し、筐体内で双投開閉器と接続する。
このようにすると、電源装置の筐体や高圧ケーブルや電源装置用高圧引出部が不要となり
、運用においても電源装置の接続作業が不要なものとできる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　以下に本発明の請求項１および請求項２に記載の特徴を有する一実施の形態例を図を用
いて説明する。
　図１は、本発明の一例を示す高圧自動開閉装置の構成図であり、主に双投開閉器１１１
をその内部に設けた開閉器本体１０４、電源装置１０３、遠方制御器１１５から構成され
、これらの基本構成、接続は従来の技術例と同様である。
　双投開閉器１１１は、双投開閉部１１６、自動操作機構１１０、自動制御回路１１２、

変圧器１０９ａ、１０９ｂから構成される。
　双投開閉部１１６は、ａ、ｂ、ｃ端子の３つの端子を持ち、そのｃ端子がａ端子、ｂ端
子のいずれかに接続するように切り替わる開閉器である。
　双投開閉部１１６のａ端子、ｂ端子は、自動開閉器１０１ａ、１０１ｂが接続された系
統側に各々接続し、ｃ端子は電源装置用高圧引出部１０６に接続する。
　電源装置用高圧引出部１０６は、電源装置１０３と着脱可能な高圧ケーブルにて接続さ
れている。
　 変圧器１０９ａ、１０９ｂの一次側はそれぞれ自動開閉器１０１ａ、１０１ｂの
系統側に接続し、その二次側はともに自動制御回路１１２に接続する。
　自動制御回路１１２は、２系統の配電系統の充電の有無に対応して自動操作機構１１０
に対し操作電源を供給する。また、自動操作機構１１０は、その動作により前記双投開閉
部１１６の接続切り替え動作をさせる。
【００１２】
　以下、双投開閉器１１１の動作について詳しく説明する。
　自動操作機構１１０は、自動制御回路１１２から電源が出力されていないときは、ばね
により双投開閉部１１６のｃ端子とａ端子を接続させ、自動制御回路１１２から電源が出
力されると、電磁ソレノイドによる電磁操作によって前記ばねを蓄勢させるとともに、双
投開閉部１１６のｃ端子とｂ端子を接続させる。
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　自動制御回路１１２は、 変圧器１０９ａからの入力がなく、かつ 変圧器１
０９ｂから入力があるときのみ、自動操作機構１１０に 変圧器１０９ｂの出力を供
給する回路である。
　高圧自動開閉装置全体では、Ａ系統のみ電圧有り、もしくはＡ系統・Ｂ系統両側に電圧
があるとき、自動制御回路１１２から自動操作機構１１０へ電源が供給されず、双投開閉
器１１１はＡ系統側（ａ端子）に切り替わり、電源装置１０３はＡ系統に接続され、遠方
制御器１１５へ低圧電源および遠方制御信号が供給される。
　また、Ｂ系統にのみ電圧がある場合のみ、自動制御回路１１２から自動操作機構１１０
へ電源が供給され、双投開閉器１１１はＢ系統側（ｂ端子）に切り替わり、電源装置１０
３はＢ系統に接続され、遠方制御器１１５へ低圧電源および遠方制御信号が供給される。
　以上のように、電源装置１０３は双投開閉器１１１を介して、Ａ系統、Ｂ系統の内、電
圧がある側に接続され、いずれかの系統が充電されない場合でも電源を確保することがで
きる。
　双投開閉部１１６は、電源装置１０３の一次側に流れる最大数アンペアの電流を開閉す
ればよいので小容量の開閉器で済み、また双投開閉部１１６の駆動源となる計器用変圧器
１０９ａ、１０９ｂの容量も、電源装置１０３を構成する電源変圧器１０７の容量比べ１
／５程度であり、サイズ的にも１／２程度で対応できる。
【００１３】
図２は、本発明の請求項１と請求項３に記載の特徴を有する一実施の形態例の構成図で、
開閉器本体２０４内に電源変圧器２０７と高圧結合器２０８とをそれぞれ単独の機器とし
て配置した例である。
電源変圧器２０７および高圧結合器２０８は、それぞれ電源装置切り離し用断路器２１４
を介して、双投開閉器２１１に接続される。ここで電源装置切り離し用断路器２１４は、
配電系統の保守時に電源装置２０３を系統から切り離すための断路器である。
本実施の形態例では、電源装置の筐体や高圧ケーブルなどが不要となり、より安価で部品
点数の少ないものとできる。また、運用においても電源装置の接続がなくなるため、保守
点検の作業性も向上できるものとなる。
【００１４】
【発明の効果】
以上のように、本発明によれば従来２台必要だった電源装置が１台となり、コスト・スペ
ースの削減になり、高圧自動開閉装置のコンパクト化がはかれる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明請求項１および請求項２の実施の形態例を示す高圧自動開閉装置の構成図
。
【図２】本発明請求項１および請求項３の実施の形態例を示す高圧自動開閉装置の構成図
。
【図３】従来の技術の一例を示す高圧自動開閉装置の構成図。
【符号の説明】
　１０１ａ、１０１ｂ、２０１ａ、２０１ｂ、３０１ａ、３０１ｂ　自動開閉器
　１０２、２０２、３０２　手動開閉器
　１０３、３０３ａ、３０３ｂ　電源装置
　１０４、２０４、３０４　開閉器本体
　１０５、２０５、３０５　母線
　１０６、３０６ａ、３０６ｂ　電源装置用高圧引出部
　１０７、２０７、３０７ａ、３０７ｂ　電源変圧器
　１０８、２０８、３０８ａ、３０８ｂ　高圧結合器
　１０９ａ、１０９ｂ、２０９ａ、２０９ｂ　 変圧器
　１１０、２１０　自動操作機構
　１１１、２１１　双投開閉器
　１１２、２１２　自動制御回路
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　１１３ａ、１１３ｂ、２１３ａ、２１３ｂ、３１３ａ、３１３ｂ　主回路ブッシング
　２１４　電源装置切り離し用断路器
　１１５、２１５、３１５　遠方制御器
　１１６、２１６　双投開閉部
　１１７、２１７、３１７　制御ケーブル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

(6) JP 3674023 B2 2005.7.20



フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              H01H  9/54
              H01H 33/59
              H02B  1/24

(7) JP 3674023 B2 2005.7.20


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

